
 

庁 議 報 告 案 件Ｎｏ．２ 

平成 22 年 5 月 25 日  

建築都市局 ニュータウン地域再生室  

  

件  名 「泉北ニュータウン再生指針」の策定について 

経過・現状 

 

政 策 課 題 

【経過・現状】 

 ○ 平成 22 年 1 月：再生指針（案）の策定について庁議付議 

 ○ 平成 22 年 2 月 8 日～3 月 7 日：パブリックコメント実施 

   平成 22 年 2 月 11 日および 14 日 説明会実施 

   意見提出者数 61 人（団体 5、個人 53、無記名 3） 

   意見分類後の項目数および件数  37 項目 172 件 

【パブリックコメントでの主な意見等】 

 Ⅰ 再生指針の位置づけに関する意見     3 項目 4 件 

 Ⅱ 泉北ニュータウンの現況と問題について  2 項目 5 件 

 Ⅲ 再生の基本理念と基本方針について    5 項目 14 件 

 Ⅳ 再生に向けた取組み           17 項目 91 件 

 Ⅴ 再生の取組みの推進にあたって       6 項目 18 件 

 指針全般                  4 項目 22 件 

 その他意見                      18 件 

※ 特に多かったもの 

 ○ 市民協働による農と緑の交流、公共施設、緑道等の管理 

  ○ 歴史・文化・伝統の継承したまちづくり、郷土愛の醸成 

  ○ 泉北ニュータウンと周辺地域との共生 

○ ニュータウンに隣接する遊休農地や里山の維持・保全 

○ 若年世代誘導のための公的賃貸住宅の再編と余剰地活用 

○ 交通の利便性向上、鉄道料金、域内交通の充実など 

○ 高齢者、障害者が安心して暮らせるバリアフリーの推進 

○ 雇用、交流の場の創出、近隣センターの活性化など 

 

 

 

 

 

対 応 方 針 

 

 

 

 

 

 

 

【対応方針】 

○ パブリックコメントを踏まえ、下記の点について修正・加筆 

＊ さまざまな主体との連携・協働を明確にするため、再生指針の推進

のイメージ図を整理  

（指針変更部分） 

「Ⅰ.再生指針の位置づけ １.再生指針の目標と役割」 

「Ⅴ.再生指針の具体化に向けて １.再生の取組みの推進にあたっ

て」 

＊ ニュータウンの特長として、歴史・文化を継承すべき史跡・社寺・

芸能を有するまちを追加。再生指針の基本理念に歴史・文化等の継

承を追加し、取組みに、「歴史・文化・伝統を継承し、まちへの愛着、

誇りを高め、まちの魅力を発信」を追加。  

 



 

 

 

 

 

 

今後の取組 

（案） 

（指針変更部分） 

「Ⅱ.泉北ニュータウンの現況と問題 １.泉北ニュータウンについ

て ■泉北ニュータウンの特長」 

「Ⅲ.再生の基本的な考え方 １.再生の理念」 

「Ⅲ.再生の基本的な考え方 ２.再生の基本方針と目標  

基本方針３」 

「Ⅳ．再生に向けた取組み 取組み 11」 

  ＊ ニュータウンに隣接する遊休農地や里山の維持・保全活動への市

民参加の推進を泉北スタイルと取組みに追加 

（指針変更部分） 

   「Ⅱ．泉北ニュータウンの現況と問題 １．泉北ニュータウンにつ

いて ■泉北ニュータウンの特長」 

「Ⅲ．再生の基本的な考え方 １．再生の理念 基本方針２」 

「Ⅳ．再生に向けた取組み 取組み８」 

 

【今後の取組み】 

○平成 22 年 4 月 13 日 泉北ニュータウン再生府市等連携協議会設立。 

○泉北ニュータウン再生指針を踏まえ、今年度より大阪府と市、関係団

体等で、泉ヶ丘駅前地域の活性化ビジョンの策定や、公的賃貸住宅の

再生について検討。 

 ○平成 22 年 6 月以降 地元自治会に概要版を配布予定。 

            出前講座等で市民への周知に努める。 

 ○今年度は、関係部局と連携し、アシストモデル事業、地域共生ステー

ションモデル事業、泉ヶ丘地域でのエリアマネジメントなど再生推 

進事業の実施を予定。 

 

効果の想定 

・再生指針は、泉北ニュータウンのまちの価値を高め、次世代へ引き継

ぐために、ニュータウンに関わる市民、自治会、ＮＰＯ、事業者、大

学（教育機関）、行政等が、パートナーシップで取り組むための羅針盤

となり、再生の取組みの推進や市民協働を促すもの。 

関係局との 

政 策 連 携 

 

全部局 

 

 


